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2024年２月期通期連結業績予想の修正ならびに剰余金の配当（中間配当） 

および年間配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

当社は、2023年９月29日開催の取締役会において、2023年４月４日に公表した2024年２月期の連結業績予

想の修正ならびに、2023年８月31日を基準日とする剰余金の配当（中間配当）および配当予想の修正（増配）

について、下記のとおり決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 通期連結業績予想の修正 （2023年３月１日～2024年２月29日） 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する  

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

260,000 

百万円 

14,000 

百万円 

14,000 

百万円 

9,400 

円 銭 

207.27 

今回発表予想（Ｂ） 270,000 18,000 18,200 12,000 263.65 

増減額（Ｂ－Ａ） 10,000 4,000 4,200 2,600 － 

増減率（％） 3.8% 28.6% 30.0% 27.7% － 

（ご参考）前期実績 

（2023年２月期） 
242,552 11,515 12,026 7,540 166.37 

（注）業績の予想に関する注意事項 上記の予想数値は現時点で得られた情報に基づいて判断したものであ

り、実際の業績はさまざまな要因により当該予想と異なる可能性があります。   

２． 通期連結業績予想の修正の理由 

前回予想を公表した2023年４月４日時点においては、2024年２月期上期には新型コロナウイルス感染症の

影響から経済活動が緩やかに正常化していく前提で見通しを策定しました。また為替の変動、エネルギー価格

の上昇、地政学リスクの増大など事業環境の不透明さを織り込んでいました。当期は見通しを超えて経済活動

が正常化し、また当社の商品企画や商品価格の見直しなどが奏功したことで、売上高、営業利益、経常利益、

親会社株主に帰属する当期純利益のいずれについても、当初の想定を上回る見込みとなりました。 

会 社 名 株 式 会 社 ア ダ ス ト リ ア 

代 表 者  代 表 取 締 役 社 長 木 村  治 

 (コード番号２６８５ 東証プライム) 

問合せ先 
上 席 執 行 役 員 
管 理 本 部 長 兼 
経 営 企 画 室 長 

岩 越  逸 郎 
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３．剰余金の配当（中間配当）および配当予想 

（1） 剰余金の配当（中間配当） 

 決定額 

(2024年２月期中間配当) 

直近の配当予想 

（2023年４月４日公表） 

前期実績 

（2023年２月期中間配当） 

基準日 2023年８月31日 同左 2022年８月31日 

１株当たり配当金 35円00銭 30円00銭 25円00銭 

配当金総額 1,597百万円 － 1,141百万円 

効力発生日 2023年10月23日 － 2022年10月24日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

（2） 配当予想の修正 

 
年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 
 円 銭 円 銭 円 銭 

（前回予想）2024年２月期 30.00 35.00 65.00 

今回修正予想 － 45.00 80.00 

当期実績 35.00 － － 

（前期実績）2023年２月期 25.00 35.00 60.00 

 

 

４．剰余金の配当（中間配当）および配当予想の修正の理由 

当社では、株主の皆様への還元として、配当は連結配当性向 30％を基準に実施することを基本方針とし、

１株当たり配当金額の安定性にも配慮しつつ、都度決定することとしております。 

上記方針および当第２四半期連結累計期間の業績を踏まえ、中間配当につきましては、直近予想から１株当

たり 5 円増配の 35 円とさせていただきます。なお、期末配当金につきましては、直近予想から 10 円増配の

45円とし、年間配当金は80円（連結配当性向30.3％）となる見込みです。 

 

以上 


